
助成金の対象となる要件等 

助成対象研修等 助成対象者 助成対象経費 算定方法 

介護福祉士国家試験 令和５年度以降の当該試験に合格

し、以下のいずれの条件も満たす者 

 ア 合格発表後、３か月以内に介護

福祉士の資格登録を行い、介護福祉

士登録証の交付を受けていること 

 イ 資格登録後、６か月以内に市内

介護事業所に介護職員等として就

労していること 

 ウ 資格登録後、イの事業所で６か

月以上継続して就労していること 

ア 当該試験の受験に係る受験手数料 

イ 当該試験合格後の資格登録に係る

登録手数料および収入印紙代 

助成対象経費に２分の１を乗じた額

（その額に 100円未満の端数があるとき

は、当該端数を切り捨てた額）とする。 

介護職員初任者研修 雇用している介護職員等（正規、非

正規は問わない。）の受講に係る助成

対象経費を負担している介護事業所

等または、当該研修を市内で開講する

介護事業所等 

ア  助成対象者が雇用している介護職

員等の当該研修の受講に係る受講料

及び教材費 

イ 助成対象者が受講生等から受講料

等を徴収せずに、助成対象研修につい

て受講者を限定せずに市内で開講し

た際の受講生に対する教材費 

ウ 助成対象者が受講者を限定せずに、

助成対象研修を市内で開講した際の

会場使用料 

ア 助成対象経費のアに規定する額は、

受講者１人につき、助成対象経費に２

分の１を乗じた額（その額に 100円未

満の端数があるときは、当該端数を切

り捨てた額）とし、40,000円を限度と

する。 

イ 助成対象経費のイに規定する額は、

受講生に対する教材費の実費とする。 

ウ 助成対象経費のウに規定する額は、

会場使用料に２分の１を乗じた額（そ

の額に 100 円未満の端数があるとき

は、当該端数を切り捨てた額）とし、

200,000円を限度とする。 



助成対象研修等 助成対象者 助成対象経費 算定方法 

介護福祉士実務者研修 雇用している介護職員等（正規、非

正規は問わない。）の受講に係る助成

対象経費を負担している介護事業所

等または、当該研修を市内で開講する

介護事業所等 

ア  助成対象者が雇用している介護職

員等の当該研修の受講に係る受講料

及び教材費 

イ 助成対象者が受講生等から受講料

等を徴収せずに、助成対象研修につい

て受講者を限定せずに市内で開講し

た際の受講生に対する教材費 

ウ 助成対象者が受講者を限定せずに、

助成対象研修を市内で開講した際の

会場使用料 

ア 助成対象経費のアに規定する額は、

受講者１人につき、助成対象経費に２

分の１を乗じた額（その額に 100円未

満の端数があるときは、当該端数を切

り捨てた額）とし、60,000円を限度と

する。 

イ 助成対象経費のイに規定する額は、

受講生に対する教材費の実費とする。 

ウ 助成対象経費のウに規定する額は、

会場使用料に２分の１を乗じた額（そ

の額に 100 円未満の端数があるとき

は、当該端数を切り捨てた額）とし、

200,000円を限度とする。 

介護支援専門員 

実務研修 

雇用している介護職員等（正規、非

正規は問わない。）かつ、研修後に介

護支援専門員の業務に従事する予定

の者の受講に係る助成対象経費を負

担している介護事業所等 

雇用している介護職員等（正規、非正

規は問わない。）かつ、研修後に介護支援

専門員の業務に従事する予定の者の受

講に係る受講料及び教材費 

受講者１人につき、助成対象経費に２

分の１を乗じた額（その額に 100円未満

の端数があるときは、当該端数を切り捨

てた額）とする。 

介護支援専門員 

専門研修 

介護支援専門員として従事してい

る者（正規、非正規は問わない。）の

受講に係る助成対象経費を負担して

いる介護事業所等 

介護支援専門員として従事している

者（正規、非正規は問わない。）の当該研

修の受講に係る受講料及び教材費 

受講者１人につき、助成対象経費に２

分の１を乗じた額（その額に 100円未満

の端数があるときは、当該端数を切り捨

てた額）とする。 



助成対象研修等 助成対象者 助成対象経費 算定方法 

介護支援専門員再研修 雇用している介護職員等（正規、非

正規は問わない。）かつ、研修後に介

護支援専門員の業務に従事する予定

の者の受講に係る助成対象経費を負

担している介護事業所等 

雇用している介護職員等（正規、非正

規は問わない。）かつ、研修後に介護支援

専門員の業務に従事する予定の者の受

講に係る受講料及び教材費 

受講者１人につき、助成対象経費に２

分の１を乗じた額（その額に 100円未満

の端数があるときは、当該端数を切り捨

てた額）とする。 

介護支援専門員 

更新研修 

介護支援専門員として従事してい

る者（正規、非正規は問わない。）の

受講に係る助成対象経費を負担して

いる介護事業所等 

介護支援専門員として従事している

者（正規、非正規は問わない。）の当該研

修の受講に係る受講料及び教材費 

受講者１人につき、助成対象経費に２

分の１を乗じた額（その額に 100円未満

の端数があるときは、当該は数を切り捨

てた額）とする。 

主任介護支援専門員 

研修 

介護支援専門員として従事してい

る者（正規、非正規は問わない。）の

受講に係る助成対象経費を負担して

いる介護事業所等 

  介護支援専門員として従事している

者（正規、非正規は問わない。）の当該研

修の受講に係る受講料及び教材費 

受講者１人につき、助成対象経費に２

分の１を乗じた額（その額に 100円未満

の端数があるときは、当該端数を切り捨

てた額）とする。 

主任介護支援専門員 

更新研修 

介護支援専門員として従事してい

る者（正規、非正規は問わない。）の

受講に係る助成対象経費を負担して

いる介護事業所等 

介護支援専門員として従事している

者（正規、非正規は問わない。）の当該研

修の受講に係る受講料及び教材費 

受講者１人につき、助成対象経費に２

分の１を乗じた額（その額に 100円未満

の端数があるときは、当該端数を切り捨

てた額）とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 


